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佳
作　

太
陽
の
恵
み
に
勝
る
知
恵
は
な
い　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

太
陽
を
背
に
受
け
な
が
ら
散
歩
道　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

太
陽
の
か
が
や
き
に
似
た
子
の
笑
顔　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

天
真
の
曾
孫
太
陽
家
和
む　
　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

太
陽
に
向
か
っ
て
土
筆
勢
揃
い　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

雨
上
が
り
太
陽
見
え
る
有
り
難
さ　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

太
陽
の
恵
み
忘
れ
て
愚
痴
を
言
う　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

太
陽
の
沈
む
浄
土
に
母
眠
る　
　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

太
陽
の
拝
め
る
位
置
で
生
き
て
き
す　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

人
生
の
節
目
太
陽
眩
し
過
ぎ　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

若
き
日
の
湖
畔
の
入
り
日
鮮
明
に　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

太
陽
の
恵
み
の
日
々
に
感
謝
す
る　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

秀
句　

太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
で
暮
ら
し
た
い　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

二
日
酔
い
朝
の
太
陽
目
に
し
み
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

喜
怒
哀
楽
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
陽
を
浴
び
る　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

太
陽
が
真
っ
赤
だ
今
日
も
元
気
で
す　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

太
陽
の
恵
み
に
感
謝
野
良
仕
事　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

太
陽
の
恵
み
豊
か
な
花
の
郷　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

過
疎
地
に
も
陽
は
均
等
に
降
り
注
ぐ　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

若
き
日
の
太
陽
今
も
胸
に
あ
る　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

太
陽
の
季
節
待
て
な
い
青
り
ん
ご　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

地
の
果
て
も
平
等
に
照
る
陽
の
光　
　
　
　

高　

玉　

片
倉　

時
美

五
客　

太
陽
と
仲
の
よ
い
子
の
一
等
賞　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

明
る
さ
と
笑
顔
職
場
の
太
陽
さ　
　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

太
陽
を
浴
び
た
野
菜
に
味
が
あ
る　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

太
陽
の
味
が
足
り
な
い
冬
い
ち
ご　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

太
陽
に
吠
え
た
若
き
日
懐
か
し
む　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

人
位　

太
陽
の
恵
み
を
受
け
て
農
に
生
き　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

地
位　

初
孫
の
笑
顔
我
が
家
の
太
陽
だ　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

天
位　

太
陽
の
恵
み
大
地
は
生
き
て
い
る　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

軸　
　

命
残
照
沈
む
夕
陽
に
掌
を
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子　

次
回　

「
祈
る
」
六
月
末
ま
で
。「
カ
ル
テ
」
七
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　
　

「　

太
陽　

」　　

新
野
三
拍
子　

選

「かみなり」

Ｂちゃん「昨日、うちさ“かみな　

　　　　　り”きたんだよー」

Ｃちゃん「えっ！うちには“かみな

　　　　　り”来なかったよー！」

Ｂちゃん「Ｃちゃんのうち、遠いか

　　　　　ら来なかったんだよね」

あらと保育園

　

子
ど
も
に
伝
え
た
い
た
い
せ
つ

な
も
の
。
こ
の
話
を
聞
い
た
あ
と
、

必
ず
子
ど
も
を
抱
き
し
め
た
く
な

り
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
29
日
（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

（
午
後
６
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
定
員　

２
０
０
人

▼
入
場
料　

無
料
。
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
取
り
扱
い

　

教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館

　

各
地
区
公
民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン

　

タ
ー
白
鷹

▼
そ
の
他　

会
場
駐
車
場
が
満
車

　

の
場
合
、
荒
砥
小
学
校
へ
の
ご

　

案
内
と
な
り
ま
す
。 

　

託
児
サ
ー
ビ
ス
有（
要
事
前
申
込
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

◇
過
去
の
講
演
会
参
加
者
の
感
想

○
自
分
が
子
育
て
し
た
時
期
を
思

　

い
出
し
、
い
ま
や
る
べ
き
こ
と

　

を
感
じ
ま
し
た
。

○
次
世
代
に
つ
な
ぐ
、
行
き
る
た

　

め
の
食
の
大
切
さ
、
こ
こ
ろ
の

　

育
て
方
、
母
親
の
大
き
な
役
割

　

を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

内
田
美
智
子
氏
講
演
会

　

「
こ
こ
」
～
食
卓
か
ら
始
ま
る
生
教
育
～

内田美智子氏プロフィール

助産師。大分県竹田市生まれ。国立
小倉病院付属看護助産師科卒。福岡
県子育てアドバイザー。福岡県社会
教育委員。昭和63年から産婦人科
医の夫と内田産婦人科医院を営みな
がら、生と死を見つめてきた。九州
を拠点に「生」「性」「いのち」「食」
をテーマに全国で講演活動を展開。
子どもの心の育ちの中での食の大

切さを伝え続け
ている。著書に
「 こ こ 」「 い の
ち を い た だ く 」

（西日本新聞社）
など。

す
べ
て
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
に
関
係
す
る
か
た
、

　

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
か
た
に
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
講
演
で
す
。

平
成
22
年
度
白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
①

おばあちゃんとの会話

Ｄちゃん「おばあちゃん、わたし、

　　　　　相談があるんだけど…」

おばあちゃん「なあに？」

Ｄちゃん「わたしパパと結婚したい

　　　　　んだけど…　ママはどう

　　　　　したらいい？」

「結婚するには…」


